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大町市景観計画策定に向けた住民懇談会（第１回） 

実施概要と意見整理 
 

１．開催概要                                         

（１）開催日時・場所 

① 令和５年 12月 13 日（水）大町市役所東庁舎２階 東大会議室 18：30～20：30 

→ワークショップの記録（詳細）は 17p 参照 

② 令和５年 12月 14 日（木）大町市役所東庁舎２階 東大会議室 18：30～20：30 

→ワークショップの記録（詳細）は 19p 参照 

③ 令和５年 12月 18 日（月）美麻公民館 講堂         18：30～20：30 

→ワークショップの記録（詳細）は 23p 参照 

④ 令和５年 12月 20 日（水）八坂支所３階 集会室       18：30～20：30 

→ワークショップの記録（詳細）は 25p 参照 

※令和５年 12月 21日（木）庁内ワークショップ →ワークショップの記録（詳細）は 30p 参照 

 

（２）参加者数 

のべ：26名 

＜内訳＞ 

① 令和５年 12月 13 日（水）：3名（班数：1） 

② 令和５年 12月 14 日（木）：10 名（班数：2） 

③ 令和５年 12月 18 日（月）：2名（班数：1） 

④ 令和５年 12月 20 日（水）：11 名（班数：2） 

※ 令和５年 12月 21 日（木）：18 名（班数：3） 

   

（３）事務局 

大町市 松田課長（①以外）、中山課長補佐、矢口主査、吉川主任 

株式会社ＫＲＣ 小林、長尾、木下（①のみ） 

 

２．次第                                          

１.開会 

２.あいさつ 

３.大町市景観計画の策定について 

４.ワークショップ（グループ討議） 

（１）テーマと進め方の説明 

（２）グループ討議 

テーマ：大町市の景観の魅力と課題 

（３）リレー報告 

５. その他連絡事項 

６. 閉会                             

資料２ 

計４日間 
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３．ワークショップの概要                                       

（１）テーマと目的 

●テーマ：大町市の景観の魅力と課題 

●目 的：身近な暮らしの場において、100 年先の未来を見据え、ここは（これは）残したい・守り

たい（魅力）だと思う場所･もの、ここは（これは）活かされていない・もっとこうした

ほうがよい（課題）と思う場所･ものについて意見を出し合い、課題についてはその要因

まで掘り下げて、こうしたらよいなどのアイデアや景観計画の策定においてこんな点が大

事などその他の意見･提案等の意見も引き出すことを目的として実施した。 

 

（２）討議の方法 

グループ討議形式で、１班あたり参加者４人から８人とし、各班の机上には、付せんに書いていた

だく魅力や課題を整理するためのワークシート（A0 判）と大判の地図を用意した。 

 

① アイスブレイク 

自己紹介を兼ねたアイスブレイクとして、『自己紹介シート』（次ページ参照）を各自に配布し、

「身近なところにある私のお気に入りの景観・ベスト３とその理由」と「あなたにとって『よい景

観』とは何ですか？」を書いていただき、順に発表していただいた。お気に入りの景観・ベスト３

は事務局が聞き取った内容をピンク色の付せんに記載し、ワークシートに貼り付けるとともに、場

所を特定できるものは付せんと対応する番号シールを地図に貼り、図上に位置を落とした。 

 

② ワーク 

ワークでは、アイスブレイクで出された意見を皮切りに、今度は参加者自身が、大町市の景観の

「魅力」（ピンク色の付せん）に書き出し、書き出した意見を順に発表し、地図上で位置を確認し

ながら、ワークシート上で意見整理を行った。同じ要領で、大町市の景観の「課題」（水色の付せ

ん）や「その他意見・提案」（黄色の付せん）について書き出していただき、地図とワークシート

で意見整理を行った。ワーク後に各班で出された意見の事務局が紹介し、全体で共有した。 

 

 

意見整理用の『ワークシート』（意見貼り付け後） 
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１つでも 

２つでも 

ＯＫ 

一言で 
 

アイスブレイク用の『自己紹介シート』 
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４．ワークショップの結果                                  

１）自己紹介シートの記載内容 

１位 ２位 ３位

観音橋 鷹狩山山頂 三日町トンネル西口
見ていると何もかもわす
れる！（ほどきれい）

松本方面から大町へ向
かう道路から見える山
並み

青木湖・木崎湖

山岳博物館 美麻新行地区 常盤地区の屋敷林 視界が開けている
北アルプス（市役所食
堂からなど）

いやし

三日町トンネルを抜け
た後の北アルプス

大町名店街
風景や建築物
感動するもの

大原の田んぼと北アル
プスの山並み

高根の田んぼと北アル
プスの山並み

日々の暮らしの中、日々
感じる景観を大切にして
いきたい。
松糸道路の盛土しない方
法を考えてほしい。

美麻、青具・藤集落の
棚田と北アルプス

八坂の支所からのなが
め

山博からの北アルプスの
眺め

単なる自然の風景ではな
く、人間が作り出した農
村風景、また人工物と自
然が一体となった、人の
「変化」そのものをかん
じられるもの

農具川 木崎湖
地域の特色であり、歴史
や生活の入り口

家から見える北アルプ
ス

仁科神明宮 印象に残るもの

美麻方面から三日町ト
ンネルを抜けたところ

青木湖
人の営みや文化を感じる
風景。その土地の印象を
強く残すもの。

旭町（国道）からの北
アルプス

七倉ダムの石積み
美しい、きれいと思える
景色、風景

自分の店の屋根の上か
らの北アルプス

自分の住むアパートか
ら50ｍくらいの田んぼ
の中からの北アルプス

山田町の観光道路の下の
道からの北アルプス

何の理由や説明もいらず
に「良いね」と感じられ
るもの

三日町トンネルを市内
側に出た時

新行地区の風景 大町市に向かう時の風景
心地よく感じる大町らし
さを感じる

八坂の大滝 鷹狩山 観光道路 五感で感じること

鷹狩山 霊松寺 雲海
何度でも行きたくなると
ころ

大滝 大姥神社 鷹狩山 山の中である
相川トンネルから見え
る北アルプス

棚田 鷹狩山から見える風景
自然のままに残されてい
る風景

相川トンネルからの北
アルプス

八坂地区内の石仏 藤尾覚音寺の仏像 将来に残すべきもの

駅南側バイパスの頂か
ら見たアルプス

七倉ダムと紅葉
城ケ峰から見た西側の風
景

感動する風景

鷹狩山山頂 唐花見湿原 野平ラベンダー園
感動する、ここちよいと
思える

相川トンネル八坂方面
から出た場所

農具川 八坂大滝
いやな気持にならないこ
と。心がなごむこと

大町温泉郷（鹿島橋）
から見える鹿島槍

三日町トンネルからの
北アルプス

市役所の食堂からの景色
変わらないもの、また変
化する美しさ

神出の滝
相川トンネルから見え
る北アルプス

市道・県道から見えるお
月様、北アルプス

気持ちが落ち着き心に残
る景観

Q1　身近なところにあるお気に入りの景観
Q2　景観・よい景観とは
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２）ワークで出された意見の整理 

住民懇談会のワークで出された意見に、同様の手法で 12 月 21 日（木）に庁内で実施されたワークシ

ョップ（計３班 18名参加）で出された意見を加えて、魅力、課題、その他意見･提案についてそれぞれ

意見整理を行った。 

 

（１）魅力 

①語句（名詞）の出現回数ランキング（５回以上登場のみ） 

１位（70回）：北アルプス 

２位（32回）：見る 

３位（19回）：見える 

４位（16回）：風景、木崎湖 

５位（15回）：八坂 

６位（14回）：ダム、青木湖 

７位（13回）：山 

８位（12回）：紅葉、道路、美麻 

９位（11回）：トンネル、三日町、大町、鷹狩山 

10 位（10 回）：サクラ、田んぼ 

11 位（９回）：鹿島槍 

12 位（８回）：観音橋、景色、川、道、陸橋 

13 位（７回）：旭町、湖、山並み、仁科神明宮、水、雪、滝、棚田、眺め、冬、方面、霊松寺 

14 位（６回）：高瀬渓谷、小熊山、大原、並木、名店街 

15 位（５回）：県道、国道、犀川、山頂、社、若一王子神社、集落、春、切久保、農具川 

 

（参考）キーワード分析（共起ネットワークによる語句の関係性の見える化） 
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②意見集約（２回以上出現項目のみ） 

 

 

 

地図番号は次ページ以降の図中の番号に対応 

地図番号 視点場（どこから見る） 視対象 意見数
山の景観

1 旭町陸橋 北アルプス 11
2 三日町トンネル 北アルプス 10
3 大原地区 北アルプス 7
4 観音橋 北アルプス 7
5 観光道路 北アルプス 5
6 市役所 北アルプス 5
7 相川トンネル 北アルプス 4

道路 北アルプス 4
8 鹿島槍スキー場 北アルプス 3

自宅 北アルプス 3
9 青木湖 北アルプス 3
10 鹿島大橋 北アルプス 2
11 沓掛地区 北アルプス 2
12 新行地区 北アルプス 2
13 鷹狩山 北アルプス 2
14 藤地区 北アルプス 2
15 山下地区 北アルプス 2
16 蓮華大橋 北アルプス 2

雪形 2
17 大姥山 新町・聖高原方面 2
18 鷹狩山 東山・美ヶ原方面 2

田園景観
19 切久保地区 棚田 5
20 借馬地区 田 2
21 三日町トンネル 田 2
22 木崎湖 田 2
23 大原地区 田 2
24 常盤地区 屋敷林 2
25 中山高原 ソバ・菜の花 2
26 新行地区 水車小屋 3

水のある景観
27 八坂大滝 6
28 高瀬渓谷 ダム 3
29 小熊山 木崎湖 5
30 木崎湖 3
31 青木湖 4
32 七倉ダム 3
33 大町ダム 3
34 金熊川 3
35 まちなかの川 3
36 下仲町 まちなかの川 2
37 長畑ダム 2
38 神出の滝 2
39 大姥の滝 2
40 唐花見湿原 2

文化・人の営み
41 犀川 ラフティング・釣り 6
42 小熊山 パラグライダー 3
43 仁科神明宮 8
44 若一王子神社 5

祭り 5
45 名店街 6
46 ちょうじや 4
47 酒蔵 2

自然の景観
雲海 5

48 高瀬渓谷 紅葉 4
49 霊松寺 紅葉 4
50 観光道路 サクラ 3
51 中綱湖 サクラ 3
52 西小学校 サクラ 2
53 農具川 シバザクラ 4

冬景色 4
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上図の番号は前ページ左列の番号に対応 

← 

「魅力」として出された意見の位置：総括 
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「魅力」として出された意見の位置：山の景観（眺望） 

上図の番号は６ページ左列の番号と次ページの写真番号に対応 
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１ 旭町陸橋からの北アルプス ２ 三日町トンネルからの北アルプス ３ 大原地区からの北アルプス※ ４ 観音橋からの北アルプス※ ５ 観光道路からの北アルプス 

６ 市役所からの北アルプス ７ 相川トンネルからの北アルプス ８ 鹿島槍スキー場からの北アルプス ９ 青木湖からの北アルプス 10 鹿島大橋からの北アルプス※ 

11 沓掛地区からの北アルプス 12 新行地区からの北アルプス 13 鷹狩山からの北アルプス 14 藤地区からの北アルプス※ 15 山下地区からの北アルプス※ 

16 蓮華大橋からの北アルプス※ 17 大姥山からの新町・聖高原方面 18 鷹狩山からの東山・美ヶ原方面 

※Google ストリートビューより引用 
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19 切久保地区の棚田※ 

20 借馬地区の田園 

21 三日町トンネルからの田園 

22 木崎湖の田園※ 

23 大原地区の田園※ 

24 常盤地区の屋敷林 

25 中山高原のソバ・菜の花 

26 新行地区の水車小屋 

※Google ストリートビューより引用 

「魅力」として出された意見の位置：田園･集落の景観 

上図の番号は６ページ左列の番号とも対応 
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← 

上図の番号は６ページ左列の番号と次ページの写真番号に対応 

「魅力」として出された意見の位置：水の景観 
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27 八坂大滝 28 高瀬渓谷からのダム 29 小熊山からの木崎湖 

30 木崎湖 31 青木湖 32 七倉ダム 

33 大町ダム 34 金熊川 35 まちなかの川 

36 下仲町ポケットパークの 

まちなかの川 

37 長畑ダム 38 神出の滝 

39 大姥の滝 40 唐花見湿原 
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42 小熊山のパラグライダー 

45 名店街 

47 酒蔵 

41 犀川のラフティング・釣り 

44 若一王子神社 

46 ちょうじや 

43 仁科神明宮 

「魅力」として出された意見の位置：文化的･歴史的景観 

上図の番号は６ページ左列の番号とも対応 
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51 中綱湖のサクラ 50 観光道路のサクラ 

49 霊松寺の紅葉 

48 高瀬渓谷の紅葉 

53 農具川のシバザクラ 

52 西小学校のサクラ 

上図の番号は６ページ左列の番号とも対応 

「魅力」として出された意見の位置：自然の景観 
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（２）課題 

①語句の出現回数ランキング（５回以上登場のみ） 

１位（13回）：空き家、景観 

２位（11回）：電線 

３位（10回）：人、見る 

４位（９回）：不足、見える※ 

５位（８回）：ビューポイント、整備、木 

６位（７回）：景色、電柱、風景 

７位（６回）：アクセス、看板、管理、駐車場、道路 

８位（５回）：維持、住民、場所、太陽光パネル、保全、多い、少ない 

※「見える」は全て「見えない」等の否定の表現であった 

 

（参考）キーワード分析（共起ネットワークによる語句の関係性の見える化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②意見集約（２回以上出現項目のみ） 

 意見数 意見数 意見数
・ 太陽光発電施設の増加 5 ・ 道路アクセスが不便 10 ・ PR・発信力不足 9
・ 開発の拡大 2 ・ 駐車場の不足 9 ・ 認知度不足 7
・ 電線・電柱による景観阻害 13 ・ ビューポイントの不足 5 ・ 担い手不足 10
・ 空き家・空き店舗の増加 14 ・ 案内看板の不足 5 ・ 住民意識の低下 7
・ アーケード・シャッター街の整備不足 8 ・ 整備テーマ不定 7
・ 不法投棄・ごみ 4
・ 支障木・森林整備不足 18
・ 耕作放棄地の増加 7
・ 松枯れの拡大 5
・ 水路整備不足 5
・ 道路雑草の繁茂 4
・ 道路設備の老朽化 3
・ 鳥獣被害の拡大 3

既存のハードの課題 不足しているハードの課題 不足しているソフトの課題
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（３）その他意見・提案 

①語句の出現回数ランキング（５回以上登場のみ） 

１位（25回）：景観 

２位（15回）：整備 

３位（７回）：発信 

４位（６回）：活用、看板 

５位（５回）：市民、道路、風景、守る 

 

（参考）キーワード分析（共起ネットワークによる語句の関係性の見える化） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②意見集約（２回以上出現項目のみ） 

意見数 意見数 意見数
・ 電線地中化 5 ・ 駐車場整備 8 ・ SNS発信 5
・ 形態・色彩の規制 6 ・ 道路整備 7 ・ ロケ誘致 2
・ ゾーニング（地域計画の作成） 3 ・ その他情報発信 8

・ 駅前整備 3 ・ イベント開催 5
・ 空き家管理 3 ・ 景観に関する教育 8
・ 森林整備 10 ・ 市民意識啓発 7
・ 水路整備 3 ・ 後継者育成 5
・ 財源確保 5

既存のハードに対する提案 不足しているハードに対する提案 不足しているソフトに対する提案
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５．各回ワークショップの記録（詳細）                           

（１）住民懇談会のワークショップ意見 

 ① 12 月 13 日（水）大町市役所東庁舎２階 東大会議室                          

 １班のワークの意見整理 
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て

大
町

に
活

か
す

・
旭

町
　

県
外

か
ら

来
る

人
は

み
な

良
い

と
い

う
4

・
誰

が
こ

の
先

大
町

の
景

観
を

守
っ

て
い

く
の

か
・

看
板

の
色

　
例

：
修

善
寺

・
大

町
山

岳
博

物
館

　
開

け
て

い
て

行
き

や
す

い
　

夜
桜

1
2

・
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
の

高
齢

化
、

衰
退

し
て

い
く

・
高

さ
制

限
や

色
彩

制
限

・
鹿

島
槍

ス
キ

ー
場

か
ら

の
鹿

島
槍

ヶ
岳

　
ス

キ
ー

を
し

て
い

る
と

き
に

見
え

る
と

う
れ

し
い

2
4

・
鷹

狩
山

の
展

望
公

園
は

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

が
消

滅
し

て
し

ま
っ

た
。

持
続

的
な

活
動

が
重

要
・

景
観

が
ゆ

っ
く

り
楽

し
め

る
場

所
を

整
備

す
る

4
2

・
鷹

狩
山

頂
上

　
公

園
を

作
っ

た
　

景
色

を
作

っ
た

3
・

駐
車

場
の

整
備

　
←

写
真

ス
ポ

ッ
ト

な
ど

4
5

・
ア

ー
ケ

ー
ド

改
修

ま
た

は
撤

去
・
鷹

狩
山

山
頂

　
夜

景
が

き
れ

い
3

・
市

役
所

観
光

課
の

発
信

力
・

よ
い

景
色

を
楽

し
む

＋
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

　
例

：
ブ

ラ
ン

コ
・
三

俣
山

荘
カ

フ
ェ

３
階

か
ら

北
ア

ル
プ

ス
が

見
え

る
2
7

・
で

き
る

の
に

や
ら

な
い

　
観

光
協

会
な

ど
・

メ
イ

ン
は

地
元

の
人

か
移

住
者

か
・
薄

井
商

店
の

東
の

道
　

五
竜

岳
が

正
面

に
2
5

・
宣

伝
の

充
実

　
プ

ロ
モ

ー
シ

ョ
ン

・
学

校
教

育
に

い
ま

以
上

「
景

観
」

を
取

り
入

れ
る

・
駅

前
駐

車
場

か
ら

北
ア

ル
プ

ス
の

広
が

り
2
6

・
各

地
の

野
立

て
の

ソ
ー

ラ
ー

パ
ネ

ル
・

環
境

、
リ

サ
イ

ク
ル

に
つ

い
て

の
教

育
は

さ
れ

て
い

る
。

景
観

も
教

育
に

・
旧

八
十

二
銀

行
前

あ
た

り
（

ブ
ル

ワ
リ

ー
の

と
こ

ろ
）

か
ら

見
え

る
山

3
6

・
鷹

狩
山

か
ら

見
て

ソ
ー

ラ
ー

パ
ネ

ル
が

気
に

な
る

・
住

民
の

意
識

向
上

　
→

学
校

で
主

学
校

か
ら

教
え

る

・
社

地
区

か
ら

見
る

田
園

風
景

と
北

ア
ル

プ
ス

1
8

・
空

き
家

・
大

町
の

魅
力

を
発

信
し

て
い

く
・
沓

掛
か

ら
の

餓
鬼

岳
の

眺
め

2
1

・
古

い
看

板
（

も
う

な
い

店
な

ど
）

　
空

き
家

・
市

民
活

動
に

お
い

て
は

人
的

や
金

銭
的

な
支

援
も

必
要

・
新

行
地

区
　

北
ア

ル
プ

ス
が

近
く

に
感

じ
る

1
3

・
耕

作
放

棄
地

　
周

辺
に

悪
影

響
・

ア
ダ

プ
ト

サ
イ

ン
　

民
間

と
結

び
つ

く
・
観

音
橋

　
人

工
物

が
見

え
な

い
1

・
観

光
道

路
　

サ
ク

ラ
の

老
朽

化
・

古
く

て
よ

い
も

の
を

活
か

し
て

い
く

（
若

者
の

力
）

・
若

一
王

子
神

社
の

お
祭

り
、

流
鏑

馬
、

ま
た

は
大

町
や

ま
び

こ
ま

つ
り

3
5

・
メ

イ
ン

ス
ト

リ
ー

ト
（

本
通

り
）

か
ら

山
が

見
え

な
い

・
若

者
の

力
で

古
い

も
の

の
利

用
（

有
効

活
用

）

・
道

路
か

ら
見

え
る

空
間

・
駅

前
が

さ
み

し
い

・
住

民
の

協
力

を
得

ら
れ

る
環

境
づ

く
り

・
県

道
3
1
号

線
の

紅
葉

　
春

先
も

気
持

ち
が

よ
い

1
0

・
シ

ャ
ッ

タ
ー

通
り

　
店

を
貸

せ
な

い
4
6

・
思

い
出

せ
る

風
景

、
住

ん
で

み
た

い
と

思
う

風
景

を
作

り
上

げ
る

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
道

路
　

常
盤

1
6

・
シ

ャ
ッ

タ
ー

4
6

・
映

画
・

ド
ラ

マ
・

ミ
ュ

ー
ジ

ッ
ク

ビ
デ

オ
・

ア
ニ

メ
の

舞
台

の
ロ

ケ
地

・
道

路
か

ら
見

る
連

な
る

北
ア

ル
プ

ス
・

若
い

人
た

ち
の

や
り

た
い

人
（

こ
と

）
と

の
ミ

ス
マ

ッ
チ

・
囲

う
よ

う
な

山
並

み
（

長
野

や
松

本
は

片
側

）
・

古
く

な
っ

た
ア

ー
ケ

ー
ド

　
安

全
性

　
見

た
目

・
温

泉
郷

～
黒

部
ダ

ム
　

直
線

の
道

1
9
・

2
0

・
若

い
人

た
ち

が
や

り
た

い
こ

と
を

活
か

せ
る

よ
う

に
マ

ッ
チ

し
て

い
く

・
ト

ン
ネ

ル
西

口
　

暗
→

明
の

コ
ン

ト
ラ

ス
ト

2
・
冬

　
雪

に
覆

わ
れ

た
道

路
・
雪

解
け

水
が

流
れ

る
水

・
木

崎
湖

　
水

田
と

湖
が

見
え

る
1
5

・
青

木
湖

・
木

崎
湖

　
ア

ニ
メ

7
・
高

瀬
渓

谷
の

紅
葉

が
き

れ
い

　
←

宣
伝

が
足

り
な

い
　

旅
館

と
あ

わ
せ

て
8

・
大

町
ダ

ム
　

季
節

に
よ

り
色

が
変

わ
る

2
3

・
霊

松
寺

　
紅

葉
、

ラ
イ

ト
ア

ッ
プ

9
・
常

盤
の

屋
敷

林
2
2

・
常

盤
の

松
林

樹
林

1
4

・
仁

科
神

明
宮

の
大

杉
　

生
命

感
を

感
じ

る
1
7

・
春

ま
ち

を
歩

く
と

水
の

音
・
酒

蔵
　

古
い

建
物

　
わ

ざ
と

ら
し

く
な

い
　

自
然

・
町

屋
・
信

濃
大

町
駅

舎
3
7

・
ち

ょ
う

じ
や

の
建

物
　

時
代

を
感

じ
る

3
2

・
塩

の
道

の
名

残
り

　
ち

ょ
う

じ
や

周
辺

の
古

民
家

3
2

・
古

い
建

物
、

酒
蔵

、
町

屋
・
仁

科
町

・
下

仲
町

・
八

日
町

ポ
ケ

ッ
ト

パ
ー

ク
　

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

が
作

り
上

げ
た

広
場

2
8

・
八

日
町

ポ
ケ

ッ
ト

パ
ー

ク
　

水
路

の
上

に
家

が
あ

る
2
8

・
名

店
街

ア
ー

ケ
ー

ド
の

レ
ト

ロ
感

2
9

・
名

店
街

の
ス

テ
ン

ド
グ

ラ
ス

？
看

板
2
9

・
本

通
り

の
ア

ー
ケ

ー
ド

　
昔

な
が

ら
の

風
景

3
3

・
名

店
街

の
ア

ー
ケ

ー
ド

街
2
9

魅
力

意
見

課
題

意
見

そ
の
他
意
見
・
提
案
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 ② 12 月 14 日（木）大町市役所東庁舎２階 東大会議室                        

１班のワークの意見整理 
地
図
番
号

地
図
番
号

意
見

地
図
番
号

・
北

ア
ル

プ
ス

　
市

の
食

堂
1

・
県

外
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

の
悪

さ
（

市
外

→
市

内
）

・
安

全
に

停
ま

れ
る

道
沿

い
の

駐
車

場
・

三
日

町
ト

ン
ネ

ル
抜

け
た

と
こ

か
ら

の
北

ア
ル

プ
ス

2
・

知
名

度
が

低
い

・
元

気
で

景
観

が
よ

い
と

す
る

シ
ニ

ア
に

移
住

し
て

も
ら

う
・

県
道

長
野

大
町

線
か

ら
の

山
並

み
4

・
ビ

ュ
ー

ポ
イ

ン
ト

へ
の

ア
ク

セ
ス

性
（

市
内

→
市

内
）

・
地

産
地

消
な

ど
農

業
を

守
る

施
策

（
景

観
を

守
る

た
め

）
・

野
口

（
高

根
）

の
田

ん
ぼ

か
ら

の
北

ア
ル

プ
ス

1
0

・
よ

い
景

観
が

た
く

さ
ん

あ
る

が
多

く
の

人
に

知
ら

れ
て

い
な

い
・

間
伐

や
植

林
な

ど
山

の
整

備

・
大

原
か

ら
の

北
ア

ル
プ

ス
1
1

・
暮

ら
し

の
中

の
景

観
も

同
大

切
に

す
る

か
（

景
観

計
画

は
R
1
4
7
、

1
4
8
か

ら
の

計
画

　
線

→
面

）
・

観
光

施
設

・
ア

ク
テ

ィ
ビ

テ
ィ

な
ど

景
観

を
活

か
し

た
経

済
活

動
・

大
町

山
岳

博
物

館
か

ら
の

北
ア

ル
プ

ス
1
4

・
眺

望
ポ

イ
ン

ト
を

増
や

す
　

今
は

鷹
狩

山
山

頂
の

み
・

子
ど

も
の

頃
に

見
た

風
景

・
大

原
グ

ラ
ウ

ン
ド

か
ら

の
北

ア
ル

プ
ス

2
7

・
松

糸
道

路
の

連
続

盛
土

計
画

の
問

題
・

い
い

景
観

ス
タ

ン
プ

ラ
リ

ー
・

社
地

区
の

上
の

道
路

か
ら

の
眺

め
2
1

・
景

観
保

全
・

管
理

の
担

い
手

が
不

足
・

マ
ッ

プ
に

ま
と

め
る

・
国

道
　

跨
線

橋
方

の
北

ア
ル

プ
ス

2
4

・
電

線
が

な
け

れ
ば

・
松

糸
道

路
　

盛
土

に
し

な
い

方
法

を
考

え
て

ほ
し

い
・

大
原

ク
ラ

ン
ク

南
の

北
ア

ル
プ

ス
2
8

・
看

板
・

標
識

を
も

っ
と

工
夫

し
て

ほ
し

い
・

市
民

の
気

持
ち

を
見

え
る

化
す

る
た

め
、

ぜ
ひ

何
回

か
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

を
や

っ
て

ほ
し

い
・

蓮
華

大
橋

か
ら

の
北

ア
ル

プ
ス

2
9

・
美

麻
な

ど
道

を
整

備
す

れ
ば

す
ば

ら
し

い
ス

ポ
ッ

ト
に

ア
ク

セ
ス

し
や

す
い

・
市

内
の

景
観

情
報

の
集

積
す

る
手

立
て

、
シ

ス
テ

ム
が

あ
る

と
よ

い
　

情
報

発
信

に
も

活
用

・
前

山
の

な
い

山
岳

風
景

・
水

路
等

き
れ

い
に

見
せ

る
工

夫
・

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
（

画
像

）
、

ユ
ー

チ
ュ

ー
ブ

（
動

画
）

、
テ

レ
ビ

番
組

に
よ

る
広

報
活

動
・

観
音

橋
3
1

・
S
N
S
で

広
め

る
、

広
め

て
も

ら
う

・
小

熊
黒

沢
線

か
ら

の
鹿

島
集

落
・

北
ア

ル
プ

ス
3
2

・
保

全
な

ど
ポ

イ
ン

ト
し

ぼ
っ

て
・

高
瀬

渓
谷

の
紅

葉
8

・
担

い
手

の
育

成
　

教
育

（
子

ど
も

）
　

移
住

定
住

促
進

・
美

麻
～

大
町

　
紅

葉
5

・
電

線
の

地
中

化
・

美
麻

青
具

　
藤

の
棚

田
　

北
ア

ル
プ

ス
・

集
落

1
2

・
管

板
を

小
さ

く
す

る
、

色
を

変
え

る
、

ま
た

撤
去

す
る

・
八

坂
支

所
か

ら
の

山
並

み
　

南
東

1
3

・
道

路
の

整
備

・
大

原
　

雪
の

積
雪

の
田

ん
ぼ

　
朝

の
モ

ル
ゲ

ン
ロ

ー
ト

1
6

・
水

を
あ

え
て

見
せ

る
、

蓋
を

取
る

・
美

麻
新

行
の

風
景

全
体

2
2

・
市

民
の

き
れ

い
な

ま
ち

づ
く

り
の

意
識

・
長

野
大

町
線

　
シ

カ
・

イ
ノ

シ
シ

　
道

沿
い

に
現

れ
る

動
物

た
ち

2
5

・
借

馬
の

田
ん

ぼ
2
6

・
木

崎
湖

・
青

木
湖

　
キ

ャ
ン

プ
7

・
八

坂
山

清
路

の
犀

川
の

眺
め

2
0

・
名

店
街

3
・

下
仲

町
ポ

ケ
ッ

ト
パ

ー
ク

か
ら

松
葉

屋
旅

館
の

ほ
う

を
見

た
眺

め
1
9

・
仁

科
神

明
宮

2
3

・
冬

景
色

・
水

の
音

・
田

ん
ぼ

に
移

る
北

ア
ル

プ
ス

の
山

並
み

・
夏

場
の

北
ア

ル
プ

ス
下

し
の

涼
風

・
大

原
　

春
の

田
ん

ぼ
と

残
雪

の
北

ア
ル

プ
ス

　
と

き
ど

き
キ

ツ
ネ

の
足

跡
1
8

魅
力

意
見

課
題

意
見

そ
の
他
意
見
・
提
案
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２班のワークの意見整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地
図
番
号

地
図
番
号

地
図
番
号

・
屋

根
の

上
か

ら
見

る
北

ア
ル

プ
ス

1
・
ポ

イ
ン

ト
ま

で
の

道
が

狭
い

・
観

光
側

か
ら

の
意

見
集

約
・
田

ん
ぼ

の
中

か
ら

見
る

北
ア

ル
プ

ス
2

・
仁

科
神

明
宮

へ
行

く
道

が
狭

い
3
8

・
市

民
団

体
と

の
ビ

ジ
ョ

ン
の

共
有

の
場

・
家

か
ら

見
る

北
ア

ル
プ

ス
8

・
仁

科
三

湖
　

気
軽

に
車

を
停

め
ら

れ
る

場
所

・
景

観
ル

ー
ル

の
周

知
の

徹
底

・
相

川
ト

ン
ネ

ル
か

ら
の

北
ア

ル
プ

ス
2
8

・
駐

車
場

不
足

・
景

観
も

大
事

だ
が

人
々

の
生

活
優

先
で

・
山

田
町

　
観

光
道

路
の

1
本

下
か

ら
見

る
北

ア
ル

プ
ス

3
・
ビ

ュ
ー

ポ
イ

ン
ト

　
見

る
場

所
が

な
い

・
景

観
規

制
へ

の
ア

ン
ケ

ー
ト

・
美

麻
小

中
学

校
か

ら
の

北
ア

ル
プ

ス
2
3

・
住

ん
で

い
る

人
が

当
た

り
前

に
感

じ
て

い
る

・
足

元
の

美
化

→
全

体
の

景
観

改
善

へ
・
花

き
協

会
か

ら
の

北
ア

ル
プ

ス
2
2

・
慣

れ
す

ぎ
て

感
動

が
少

な
く

な
っ

て
い

る
・
ビ

ュ
ー

ポ
イ

ン
ト

を
周

知
す

る
・
三

日
町

ト
ン

ネ
ル

を
抜

け
た

と
こ

ろ
　

烏
帽

子
岳

6
・
ア

ピ
ー

ル
不

足
・
キ

ャ
ッ

チ
コ

ピ
ー

と
籏

な
ど

を
作

る
・
社

　
山

下
　

潤
田

あ
た

り
か

ら
の

山
1
7

・
大

町
山

岳
博

物
館

か
ら

の
眺

め
を

木
々

が
遮

る
4
1

・
街

路
樹

な
ど

の
手

入
れ

を
も

っ
と

頻
繁

に
・
切

久
保

グ
ラ

ウ
ン

ド
上

か
ら

の
眺

望
2
9

・
J
R
の

木
が

多
す

ぎ
る

（
湖

付
近

）
4
2

・
管

板
の

大
き

さ
、

色
・
鹿

島
槍

ス
キ

ー
場

か
ら

見
る

山
（

近
い

）
1
6

・
岳

陽
高

校
前

の
イ

チ
ョ

ウ
並

木
が

横
断

の
じ

ゃ
ま

3
9

・
木

の
育

成
を

コ
ン

ト
ロ

ー
ル

す
る

・
陸

橋
か

ら
の

北
ア

ル
プ

ス
4

・
樹

木
が

育
ち

す
ぎ

て
い

る
・
地

域
ご

と
の

景
観

計
画

・
旭

町
　

国
道

か
ら

見
る

北
ア

ル
プ

ス
4

・
農

具
川

　
高

圧
線

・
大

町
市

と
し

て
の

「
色

」
を

出
し

て
ほ

し
い

・
わ

ち
が

い
　

栗
林

家
1
9

・
電

線
が

邪
魔

・
木

を
切

る
（

全
体

じ
ゃ

な
く

）
・
酒

蔵
・
電

線
（

地
中

化
）

・
市

全
体

の
ゾ

ー
ニ

ン
グ

計
画

（
田

園
地

区
、

山
間

地
区

な
ど

）
・
塩

の
道

ち
ょ

う
じ

や
　

平
林

家
1
8

・
太

陽
光

パ
ネ

ル
設

置
地

区
の

ゾ
ー

ニ
ン

グ
・
住

民
が

景
観

に
プ

ラ
イ

ド
を

も
つ

・
レ

ト
ロ

な
名

店
街

1
0

・
統

一
景

観
（

建
物

な
ど

）
は

個
々

の
自

由
が

あ
る

の
で

規
制

が
難

し
い

・
要

因
の

除
却

（
樹

木
・

電
線

・
看

板
等

）

・
八

日
町

～
日

の
出

町
　

石
畳

1
1

・
商

店
街

景
観

の
テ

ー
マ

づ
く

り
・
景

観
を

守
る

た
め

の
伐

採
財

源
の

確
保

・
農

具
川

近
く

　
散

歩
ス

ポ
ッ

ト
3
1

・
ち

ょ
う

じ
や

、
わ

ち
が

い
な

ど
の

文
化

財
保

護
1
8
・

1
9

・
水

路
の

保
全

・
農

具
川

　
シ

バ
ザ

ク
ラ

2
6

・
J
R
駅

前
に

市
の

テ
ー

マ
見

づ
ら

い
4
0

・
財

源
確

保
・
青

木
湖

　
雨

の
日

も
晴

れ
た

日
も

7
・
水

の
ま

ち
→

水
が

見
え

な
い

（
ま

ち
な

か
）

・
旧

ア
ッ

プ
ル

ラ
ン

ド
の

有
効

活
用

・
町

川
（

本
通

り
へ

流
し

た
い

）
1
2

・
商

店
街

の
空

き
家

・
駅

前
（

町
の

顔
）

を
集

中
的

に
整

備
・
七

倉
ダ

ム
　

石
積

み
5

・
田

舎
の

強
み

を
生

か
し

き
れ

て
い

な
い

・
本

通
り

へ
の

河
川

整
備

（
一

方
通

行
化

）
・
花

き
協

会
西

側
の

手
つ

か
ず

の
川

3
0

・
大

原
、

西
原

地
区

の
田

ん
ぼ

風
景

の
プ

ラ
ン

ニ
ン

グ
　

対
安

曇
野

1
5

・
道

の
整

備

・
西

小
学

校
の

サ
ク

ラ
並

木
2
1

・
山

間
集

落
は

人
が

い
な

く
て

維
持

が
困

難
　

廃
れ

て
い

く
・
駐

車
場

の
整

備
・
渓

谷
の

紅
葉

3
6

・
田

園
風

景
の

維
持

が
課

題
・
休

校
農

地
の

有
効

活
用

・
仁

科
三

湖
の

ホ
タ

ル
2
7

・
大

き
い

道
の

駅
を

作
る

・
西

原
、

大
原

付
近

の
田

植
期

1
5

・
集

中
的

な
拠

点
施

設
の

整
備

（
P
含

む
）

パ
ー

ク
＆

ラ
イ

ド
の

実
現

・
稲

尾
駅

の
西

水
田

の
岸

3
5

・
景

観
計

画
を

背
景

と
し

た
電

力
会

社
と

の
電

線
地

中
化

交
渉

・
木

崎
湖

の
田

ん
ぼ

の
東

・
電

線
の

埋
設

・
美

麻
新

行
地

区
2
4

・
駅

前
　

文
化

財
付

近
・
美

麻
の

水
車

2
4

・
秋

の
八

坂
大

滝
1
4

・
八

坂
宮

の
尾

集
落

の
小

さ
な

生
活

3
3

・
八

坂
梨

平
の

棚
田

3
4

・
仁

科
神

明
宮

9
・
仁

科
神

明
宮

の
木

々
と

社
9

・
若

一
王

子
神

社
の

社
殿

3
7

・
若

一
王

子
神

社
3
7

・
霊

松
寺

2
5

・
小

熊
山

か
ら

の
木

崎
湖

1
3

・
小

熊
山

か
ら

の
木

崎
湖

1
3

・
雲

海

そ
の
他
意
見
・
提
案

意
見

魅
力

意
見

意
見
課
題
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２班の意見の地図番号対応 

※図中の番号は前ページの地図番号に対応 

← 
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 ③ 12 月 18 日（月）美麻公民館 講堂                             

１班のワークの意見整理 

 
地図番号 地図番号 地図番号

・ 自転車ロードレース美麻 61 ・ 住民意識を上げることが課題 ・ 好きなところ　大会　投
票

・ 藤の棚田から北アルプス 40 ・ 国営公園の名前　あづみの　大町・信濃大町・北
アルプス・あづみの　色々

65 ・ 小学生フォトコンテスト

・ 国道19号、犀川ダム湖（平ダム） 43 ・ 桃太郎旗が多い
・ 土尻川の水の流れる様子 14 ・ 看板等統一性をもたせることができないものか
・ 美麻地区の家がぽつんと山の中にある風景　池の

平、藤が見える
17 ・ 草刈りなど夏場の人的要因が少ない（草で風景が

見えないときがある）
・ 中山高原　菜の花を上から　北アルプスも 4 ・ 道路沿線の雑草
・ 高低差を利用した県道 8 ・ 荒廃農地
・ 二重地区　田園風景 5 ・ 右岸のガードレールの老朽化 64
・ 中村家 7 ・ ごみ問題
・ 新行古民家 2 ・ 不法投棄　ごみ
・ 千見のヤギ小屋 6 ・ 空き家、空き店舗
・ 藤から見る山々 12 ・ 空き家
・ 新行地区谷山商店近く水車・県道沿い 2 ・ 有害鳥獣、松くい虫
・ 新行水車小屋から北アルプスを望む 2 ・ 松くい虫の被害
・ 裏銀座の山並み　槍ヶ岳など 24 ・ 松くい虫アカマツ被害
・ ロックフィルダム　七倉・高瀬　確か高さ日本一 22・23 ・ まちなかの水が見えない水路（音もない）
・ 高瀬渓谷　ダム湖と紅葉 44 ・ 水資改善（まちなか）
・ 青木湖畔から白馬連山を望む 42 ・ 古いアーケード　見た目、安全？
・ 中綱湖もオオヤマザクラ　湖面に写るサクラ 45 ・ ソーラーパネル　航空写真で銀色が多い
・ 旧青木湖スキー場第2ゲレンデからの湖とゲレン

デ
33 ・ 高い煙突からの煙

・ 鹿島槍スキー場から見る鹿島槍　近い 11 ・ 祭りの後継者不足
・ 木崎湖から桟橋と鹿島槍 9 ・ 担い手不足
・ 篭川の上白水源の隣の川　水の透明さ 32 ・ PR不足
・ 木崎湖から青木湖を見ながら車で走る景色　国道

148号
15 ・ 認知度がない

・ 三日町トンネル市内側に出たところ 1 ・ 四季のPR方法
・ 海ノ口新切の圃場のハナモモとナシの花と大糸線 34 ・ 市内へのアクセスの悪さ
・ 上原地区ため池（ぬるめ） 28 ・ ビュースポット発信力不足
・ わっぱらんど 28 ・ バイクが止まれる場所がない
・ 鹿島大橋からの山 63 ・ 沿道の休憩場所が少ない（フォトストップは多

い）
・ 観音橋からの北アルプス 62 ・ 開発と保全のバランス　風致とかも 66
・ 市役所の屋上から見る北アルプス 10 ・ 沿道の塩カル散布機の外観が馴染んでいない
・ 大町山岳博物館から見る風景 16 ・ 安協の古くなった旗と箱と人形
・ 北山田町の観光道路からサクラ並木と北アルプス 37 ・ 電線、電柱、鉄塔　老木屋枯木や松枯れ
・ 商店街の家の長さ（知りませんでした） 13 ・ スポット的にみたいな場所が（山など）わかる案

内の仕方
・ 陸橋　旭町 3 ・ 本通りのアルプスの見えるスポットをPRできてい

ない
67

・ 若一王子神社 46 ・ 先程から皆から意見がでているおすすめの景観を
住民目線でお知らせできたら

・ 竈祭り　花火 47
・ やまびこ 48
・ おんべ　どんど焼き　三九郎
・ 鹿島槍スキー場第５リフト上からの中綱湖 29
・ 布引滝　雨が降ると滝になる　役所からトラン

シットで見る
39

・ 小熊山パラグライダー発信地　下に見える木崎
湖、飛ぶパラグライダー　双眼鏡で見える　Mウ
エーブ

18

・ 小熊山パラグライダー　湖を見下ろす景色 18
・ 湖上（カヌー、カヤック、サップ）から見る景色

山、水面に張り出した木
25・26

・ 稲尾集落から木崎湖、小熊山、鹿島槍ヶ岳 41
・ 霊松寺イチョウ 27
・ 高瀬川右岸道路からの北アルプス連山　七倉岳と

北葛岳の山の形
38

・ 沓掛の陸橋北側、JRがカーブする南側正面から北
アルプスを望む

20

・ 常盤の中を小学生が走る伝統の駅伝の風景 21
・ 木崎湖　花火 49
・ 仁科神明宮 57
・ 温泉街花火 50
・ 大姥山神社 52
・ 昭和電工 60
・ サントリー水の森 59
・ あづみ野公営 58
・ 源汲の古民家群 19
・ 青木湖サップ 55
・ 犀川　川下り 53
・ 木崎湖　カヌー 54
・ 国営アルプスあづみの公園沈砂地のソメイヨシノ

×２　たぶん大町で１番大きい
30

・ 白塩町　農具川から見えるシバザクラとアルプス 31
・ 西小のサクラ並木 35
・ 南小のサクラ並木 36
・ 覚音寺火渡り 51
・ アルプスマラソン 56

魅力
意見

課題
意見 意見

その他意見・提案
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１班の意見の地図番号対応 

※図中の番号は前ページの地図番号に対応 

← 

← 

← 
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 ④ 12 月 20 日（水）八坂支所３階 集会室                               

１班のワークの意見整理 

 

地
図
番
号

地
図
番
号

地
図
番
号

・
相

川
ト

ン
ネ

ル
か

ら
眺

め
た

冬
の

北
ア

ル
プ

ス
4

・
木

が
大

き
く

な
っ

て
見

え
づ

ら
く

な
っ

た
（

木
が

邪
魔

）
・
子

ど
も

た
ち

を
通

じ
た

つ
な

が
り

・
鷹

狩
山

か
ら

の
北

ア
ル

プ
ス

1
・
道

路
の

草
刈

り
・
発

信
力

を
・
相

川
ト

ン
ネ

ル
か

ら
の

北
ア

ル
プ

ス
4

・
田

畑
の

保
全

・
Ｔ

Ｖ
番

組
な

ど
の

発
信

　
ロ

ケ
さ

れ
た

も
の

・
鷹

狩
山

か
ら

東
方

面
の

眺
め

6
・
担

い
手

不
足

・
子

ど
も

の
こ

ろ
か

ら
の

景
観

意
識

・
大

姥
山

神
社

→
聖

方
面

8
・
空

き
家

、
廃

屋
の

解
体

・
森

林
整

備
の

促
進

・
鷹

狩
山

3
6
0
度

1
0

・
ア

ク
セ

ス
性

・
森

林
整

備
・
観

光
道

路
　

サ
ク

ラ
　

北
ア

ル
プ

ス
1
1

・
空

き
家

、
人

の
減

少
・
人

口
減

少
と

高
齢

化
で

地
域

に
よ

る
整

備
が

で
き

な
く

な
っ

て
き

た
・
三

日
町

ト
ン

ネ
ル

か
ら

の
北

ア
ル

プ
ス

1
5

・
松

く
い

虫
　

大
姥

山
3
1

・
後

継
者

の
育

成
（

営
農

組
合

）
・
観

音
橋

の
上

か
ら

眺
め

た
暮

れ
の

北
ア

ル
プ

ス
2
2

・
外

来
草

　
竹

藪
が

広
が

っ
て

い
る

　
山

の
荒

れ
方

・
で

き
る

だ
け

市
で

管
理

を
・
大

姥
山

山
頂

か
ら

新
町

方
面

2
8

・
全

体
的

に
整

備
が

で
き

な
い

・
除

雪
の

関
係

も
あ

る
か

も
し

れ
な

い
が

、
道

路
拡

張
等

し
て

ス
ム

ー
ズ

に
通

行
で

き
る

よ
う

に
な

れ
ば

・
北

ア
ル

プ
ス

雪
形

・
伝

統
と

新
し

い
考

え
方

・
八

坂
大

滝
　

県
道

か
ら

7
・
駐

車
場

が
な

く
ゆ

っ
く

り
見

れ
な

い
・
木

崎
湖

1
3

・
八

坂
の

大
滝

の
水

量
が

減
っ

て
い

る
3
2

・
青

木
湖

1
4

・
委

員
の

方
に

ぜ
ひ

住
民

の
生

の
声

聞
い

て
い

た
だ

き
た

い
。

・
犀

川
の

ラ
フ

テ
ィ

ン
グ

1
6

・
住

民
意

識
・
犀

川
1
7

・
発

信
力

不
足

・
犀

川
釣

り
1
8

・
鷹

狩
山

　
冬

期
は

通
行

止
め

に
な

っ
て

し
ま

う
3
4

・
唐

花
見

湿
原

2
0

・
神

出
の

滝
2
4

・
清

音
の

滝
2
6

・
大

姥
の

滝
2
7

・
霊

松
寺

の
紅

葉
2

・
高

瀬
渓

谷
の

紅
葉

1
2

・
大

平
の

お
堂

と
サ

ク
ラ

1
9

・
八

坂
棚

田
（

と
く

に
多

い
切

久
保

）
5

・
朝

の
雲

海
　

八
坂

→
麻

績
、

聖
方

面
3

・
鷹

狩
山

雲
海

9
・
降

る
雪

の
輝

き
・
明

野
太

陽
光

2
1

・
長

畑
の

砂
防

ダ
ム

2
3

魅
力

意
見

課
題

意
見

意
見

そ
の
他
意
見
・
提
案
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２班のワークの意見整理 

 
地
図
番
号

地
図
番
号

地
図
番
号

・
相

川
ト

ン
ネ

ル
か

ら
の

北
ア

ル
プ

ス
1

・
樹

木
（

サ
ク

ラ
）

の
老

化
対

策
が

必
要

・
太

陽
光

パ
ネ

ル
の

反
射

を
活

用
し

た
い

・
鷹

狩
山

か
ら

見
る

北
ア

ル
プ

ス
6

・
道

路
の

維
持

管
理

・
電

柱
を

立
木

に
す

る
・
三

日
町

ト
ン

ネ
ル

か
ら

の
北

ア
ル

プ
ス

1
2

・
景

観
の

維
持

に
お

金
が

か
か

る
・
朝

霧
の

発
生

時
間

お
知

ら
せ

　
S
N
S
と

か
・
ご

ぜ
岩

か
ら

美
麻

に
抜

け
る

道
3
3

・
見

に
行

き
た

く
も

行
か

れ
な

い
・
ビ

ュ
ー

ポ
イ

ン
ト

S
N
S
発

信
・
野

平
神

社
の

獅
子

舞
2
8

・
棚

田
耕

作
者

が
い

な
く

な
る

・
景

色
に

つ
い

て
回

覧
板

を
回

す
・
八

坂
の

石
仏

・
神

社
の

管
理

維
持

・
道

路
整

備
　

場
所

の
案

内
パ

ン
フ

レ
ッ

ト
・
藤

尾
覚

音
寺

仏
像

2
・
必

要
性

の
な

い
立

木
・
枝

打
ち

を
し

た
ら

ど
う

で
し

ょ
う

・
大

滝
　

岩
盤

の
中

に
建

物
一

部
1
0

・
竹

林
・
利

用
さ

れ
て

い
な

い
看

板
に

地
域

の
案

内
を

・
鹿

島
橋

か
ら

見
る

鹿
島

槍
1
1

・
藪

か
ら

森
林

へ
・
小

さ
な

未
知

の
活

用
　

集
落

の
写

真
撮

れ
る

・
大

町
病

院
か

ら
の

北
ア

ル
プ

ス
3
4

・
木

が
伸

び
て

し
ま

い
よ

く
見

え
な

く
な

っ
た

・
ト

レ
イ

ル
道

の
整

備
（

八
坂

）
・
市

役
所

の
食

堂
か

ら
の

北
ア

ル
プ

ス
1
3

・
河

床
木

の
整

備
・
陸

橋
か

ら
見

る
北

ア
ル

プ
ス

3
・
大

町
山

岳
博

物
館

周
辺

の
木

の
伐

採
・
切

久
保

か
ら

の
山

脈
の

姿
1
9

・
廃

屋
・
大

姥
神

社
　

山
姥

の
滝

2
7

・
農

具
川

整
備

・
八

坂
の

大
滝

1
0

・
案

内
板

の
設

置
・
八

坂
大

滝
　

冬
凍

っ
た

滝
1
0

・
景

色
を

見
る

た
め

の
駐

車
場

　
現

状
な

い
・
木

崎
湖

の
ス

イ
レ

ン
3
5

・
視

点
場

の
整

備
が

で
き

て
い

な
い

・
七

倉
ダ

ム
の

紅
葉

　
ロ

ッ
ク

フ
ィ

ル
4

・
景

色
の

よ
い

と
こ

ろ
に

駐
車

ス
ペ

ー
ス

を
・
長

畑
ダ

ム
に

水
面

に
出

た
樹

木
3
8

・
イ

ノ
シ

シ
、

サ
ル

、
シ

カ
の

害
・
野

平
の

ラ
ベ

ン
ダ

ー
8

・
ヘ

ビ
、

ク
マ

、
虫

注
意

　
長

靴
・
農

具
川

の
ア

ヤ
メ

、
ツ

ツ
ジ

、
シ

バ
ザ

ク
ラ

9
・
景

観
箇

所
の

P
R
が

不
足

し
て

い
る

・
市

内
か

ら
見

る
ア

ル
プ

ス
の

雪
形

1
6

・
地

図
や

看
板

が
な

い
・
城

ケ
峰

　
集

落
が

見
え

る
北

ア
ル

プ
ス

5
・
北

小
は

と
て

も
景

色
が

よ
い

　
活

用
方

法
は

3
9

・
塩

の
道

博
物

館
の

駐
車

場
裏

3
2

・
太

陽
光

パ
ネ

ル
の

反
射

の
光

を
う

ま
く

使
用

で
き

な
い

か
・
上

橋
を

渡
っ

て
い

る
電

車
　

観
音

橋
か

ら
見

た
2
3

・
無

残
な

建
物

　
電

線
と

電
柱

・
冬

の
朝

の
霧

3
6

・
見

る
人

の
心

の
改

善
　

ゆ
と

り
あ

る
生

活
・
金

熊
川

の
霧

に
よ

る
変

化
・
不

法
投

棄
　

ポ
イ

捨
て

ゴ
ミ

・
大

曲
か

ら
明

野
の

間
の

雲
海

・
冬

場
の

朝
霧

が
か

か
る

山
並

み
（

R
5
5
よ

り
大

平
上

か
ら

見
る

）
2
0

・
高

低
差

で
月

の
位

置
が

変
わ

る
・
雪

道
・
雑

木
が

な
く

な
っ

た
高

瀬
川

・
切

久
保

の
棚

田
1
9

・
北

ア
ル

プ
ス

へ
向

か
う

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

2
1

・
金

熊
川

の
岩

盤
、

流
れ

、
清

流
1
4

・
神

出
の

滝
1
4

・
金

熊
川

の
ヘ

ビ
3
1

・
押

し
の

田
の

棚
田

　
シ

バ
ザ

ク
ラ

3
7

・
唐

花
見

湿
原

　
ハ

ッ
チ

ョ
ウ

ト
ン

ボ
7

・
春

の
ヤ

マ
ザ

ク
ラ

2
5

・
大

平
の

シ
ダ

レ
ザ

ク
ラ

1
7

・
明

日
香

荘
か

ら
の

サ
ク

ラ
・
大

八
橋

　
瀬

口
の

サ
ク

ラ
並

木
（

向
こ

う
岸

の
菜

の
花

も
見

え
て

き
れ

い
）

2
9

・
犀

川
の

ラ
フ

テ
ィ

ン
グ

1
8

・
犀

川
（

さ
ざ

な
み

）
の

ラ
フ

テ
ィ

ン
グ

1
8

・
冬

の
犀

川
　

釣
り

人
2
2

・
三

原
の

農
場

の
そ

ば
畑

3
0

・
秋

葉
社

か
ら

見
え

る
八

坂
支

所
辺

り
2
6

・
八

坂
支

所
か

ら
の

風
景

　
朝

霧
と

サ
ク

ラ
2
6

そ
の
他
意
見
・
提
案

意
見

魅
力

意
見

意
見
課
題
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（２）庁内ワークショップ意見 

 １班                                             

１班のワークの意見整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地
図
番
号

地
図
番
号

地
図
番
号

・
観

音
橋

か
ら

の
北

ア
ル

プ
ス

眺
望

1
・

空
地

　
空

家
の

増
加

・
地

元
の

人
が

地
元

の
も

の
を

買
う

　
使

う
　

食
べ

る
　

仕
組

み
　

地
産

地
消

の
推

進
・

蓮
華

大
橋

か
ら

の
北

ア
ル

プ
ス

の
眺

望
2

・
管

理
不

全
　

放
置

の
空

き
家

・
自

分
の

住
む

地
域

を
ど

う
し

た
い

の
か

考
え

る
・

美
麻

方
面

か
ら

三
日

町
ト

ン
ネ

ル
出

口
　

ア
ル

プ
ス

6
・

荒
れ

た
空

き
店

舗
・

担
い

手
の

増
加

　
林

業
　

農
業

　
美

化
　

活
動

の
活

発
化

・
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
道

路
　

フ
ァ

ミ
マ

北
か

ら
見

え
る

山
々

8
・

人
々

の
暮

ら
し

と
の

調
和

・
統

一
感

あ
る

外
観

を
す

す
め

る
・

塙
フ

ァ
ー

ム
　

観
光

道
路

か
ら

　
見

え
る

山
2
1

・
景

色
を

眺
め

る
人

が
減

少
し

て
い

る
（

人
口

減
）

・
景

観
　

川
　

水
の

上
流

に
住

む
　

水
を

ど
こ

よ
り

も
大

切
に

す
る

住
民

・
鷹

狩
山

か
ら

の
ま

ち
並

み
景

観
5

・
良

質
な

景
観

の
ほ

と
ん

ど
が

、
人

手
に

よ
っ

て
成

り
立

つ
・

松
糸

道
路

沿
い

に
道

の
駅

が
欲

し
い

・
自

宅
か

ら
見

え
る

北
ア

ル
プ

ス
4

・
電

柱
　

電
線

・
道

路
上

か
ら

見
え

る
良

質
の

景
観

づ
く

り
　

観
光

的
ス

ポ
ッ

ト
の

創
出

・
観

音
橋

線
が

山
麓

線
ぶ

つ
か

る
Ｔ

字
路

か
ら

見
え

る
爺

ヶ
岳

。
ぞ

く
っ

と
す

る
3

・
本

通
り

の
電

線
　

電
柱

・
安

心
し

て
散

策
で

き
る

街
路

・
庁

議
室

か
ら

見
た

北
ア

ル
プ

ス
　

３
Ｆ

か
ら

で
も

可
7

・
耕

作
放

棄
農

地
の

増
加

・
自

転
車

専
用

　
ラ

ン
ナ

ー
専

用
　

道
路

・
田

植
え

の
時

期
　

水
田

の
水

面
に

映
る

北
ア

ル
プ

ス
　

三
日

町
1
6

・
山

林
、

農
地

等
の

保
全

（
休

耕
地

、
荒

地
の

増
加

）
＝

人
口

減
・

ま
ち

本
来

（
古

来
）

の
風

情
の

創
出

・
旭

町
の

陸
橋

か
ら

北
ア

ル
プ

ス
1
8

・
国

道
沿

い
に

休
憩

で
き

る
施

設
が

少
な

い
　

道
の

駅
、

駐
車

場
・

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

道
路

　
ク

ラ
ン

ク
か

ら
の

北
ア

ル
プ

ス
の

眺
望

　
田

園
風

景
1
3

・
大

型
看

板
表

示

・
切

久
保

の
棚

田
・

八
坂

か
ら

生
坂

　
山

な
み

2
4

・
旧

一
中

の
前

か
ら

見
上

げ
た

、
夜

の
霊

松
寺

の
鐘

つ
き

9
・

農
道

を
南

下
す

る
と

き
の

　
安

曇
野

・
松

本
方

面
の

夜
景

1
2

・
林

道
　

小
熊

黒
沢

線
か

ら
の

木
崎

湖
の

眺
め

1
0

・
青

木
湖

ぐ
る

っ
と

ま
わ

っ
て

周
遊

1
4

・
わ

ち
が

い
の

裏
の

川
1
9

・
餓

鬼
岳

山
頂

か
ら

見
る

長
野

方
面

景
色

2
5

・
岳

陽
高

校
の

前
　

イ
チ

ョ
ウ

並
木

1
7

・
中

綱
湖

　
中

湖
橋

か
ら

見
え

る
大

山
桜

1
5

・
あ

づ
み

の
公

園
2
3

・
神

明
宮

2
2

・
下

仲
町

ポ
ケ

ッ
ト

パ
ー

ク
の

せ
せ

ら
ぎ

景
観

2
0

・
新

行
の

神
社

（
大

町
→

長
野

方
面

）
長

い
階

段
1
1

魅
力

意
見

意
見

意
見

課
題

そ
の
他
意
見
・
提
案
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31 

 ２班                                           

２班のワークの意見整理 
地
図
番
号

地
図
番
号

地
図
番
号

・
夕

方
の

北
ア

ル
プ

ス
　

山
肌

の
陰

影
　

東
か

ら
西

を
見

て
1

・
中

山
高

原
の

菜
の

花
を

も
っ

と
増

や
し

て
ほ

し
い

2
1

・
空

家
は

、
災

害
の

時
の

た
め

に
都

会
の

人
や

会
社

に
借

り
て

も
ら

え
な

い
か

（
暑

さ
対

策
で

も
Ｏ

Ｋ
）

・
松

川
村

（
松

川
の

西
友

）
　

オ
リ

ン
ピ

ッ
ク

道
路

の
　

針
の

木
2

・
大

き
な

目
玉

が
無

い
　

花
の

風
景

な
ど

　
芝

桜
と

か
、

も
っ

と
も

っ
と

広
い

範
囲

で
ド

ー
ン

！
あ

る
と

い
い

な
・

山
林

の
整

備
　

松
の

代
わ

り
の

広
葉

樹
等

植
え

る
と

か

・
旭

町
交

差
点

　
陸

橋
か

ら
の

北
ア

ル
プ

ス
6

・
松

の
木

の
枯

れ
て

い
る

と
こ

ろ
（

松
枯

）
・

一
斉

清
掃

と
同

じ
で

、
一

斉
草

刈
り

と
か

ど
う

？
（

市
民

で
）

・
旭

町
か

ら
上

っ
て

い
く

、
バ

イ
パ

ス
か

ら
の

山
々

8
・

管
理

で
き

な
い

空
家

ど
う

す
る

？
・

お
金

を
一

点
集

中
！

！
　

花
の

風
景

や
、

交
通

手
段

　
く

つ
ろ

ぎ
の

場
所

　
ベ

ン
チ

や
ブ

ラ
ン

コ
の

設
置

・
山

下
か

ら
宮

本
へ

向
か

う
、

社
公

民
館

上
の

道
　

東
か

ら
西

の
風

景
2
1

・
空

家
　

壊
れ

そ
う

な
・

空
家

の
撤

去

・
春

の
田

ん
ぼ

の
、

水
を

張
っ

た
頃

　
三

日
町

ト
ン

ネ
ル

の
す

ぐ
西

の
所

5
・

電
線

を
無

く
す

・
市

民
の

森
か

ら
の

眺
め

　
桜

と
北

ア
ル

プ
ス

4
・

信
濃

大
町

駅
か

ら
見

た
景

色
　

街
の

雰
囲

気
2
2

・
乳

川
奥

の
川

沿
い

か
ら

の
山

と
川

3
・

整
備

さ
れ

て
い

な
い

山
や

林
・

大
町

ダ
ム

北
側

の
高

い
橋

か
ら

下
側

の
景

色
7

・
自

然
だ

け
に

頼
り

す
ぎ

　
飲

食
、

映
え

感
が

も
う

一
歩

足
り

な
い

感
じ

・
観

音
橋

か
ら

の
北

ア
ル

プ
ス

1
6

・
き

れ
い

に
整

え
ら

れ
て

い
な

い
庭

木
・

南
大

町
駅

北
側

踏
切

か
ら

見
え

る
蓮

華
岳

1
8

・
草

だ
ら

け
の

空
き

地
・

大
町

ダ
ム

の
下

か
ら

見
上

げ
た

と
こ

ろ
1
3

・
不

用
品

回
収

し
て

い
る

の
か

ご
み

な
の

か
分

か
ら

な
い

と
こ

ろ
（

家
も

）
・

青
木

湖
東

側
か

ら
西

側
の

湖
と

山
・

三
日

町
ト

ン
ネ

ル
抜

け
た

大
町

側
2
4

・
館

ノ
内

の
、

田
ん

ぼ
の

中
の

ロ
ボ

ッ
ト

　
ブ

リ
キ

の
廃

材
で

作
っ

た
よ

う
な

や
つ

9

・
松

崎
の

古
民

家
　

春
の

桜
の

季
節

が
と

っ
て

も
素

敵
1
2

・
夜

の
星

空
1
0

・
鷹

狩
山

山
頂

裏
の

長
い

階
段

　
下

か
ら

の
景

色
1
4

・
わ

ち
が

い
の

裏
の

川
1
9

意
見

意
見

意
見

魅
力

課
題

そ
の
他
意
見
・
提
案
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３班                                          

３班のワークの意見整理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地
図
番
号

地
図
番
号

地
図
番
号

・
市

役
所

食
堂

か
ら

の
北

ア
ル

プ
ス

3
・

危
険

木
・

支
障

木
が

あ
る

・
松

糸
道

路
の

整
備

・
市

街
地

周
辺

か
ら

見
る

東
山

（
鷹

狩
山

、
南

鷹
狩

山
、

霊
松

寺
山

）
2

・
桜

の
老

朽
化

・
管

理
者

・
所

有
者

を
特

定
し

、
景

観
を

阻
害

す
る

要
因

を
排

除
す

る
よ

う
に

依
頼

す
る

・
三

日
町

ト
ン

ネ
ル

出
口

か
ら

望
む

北
ア

風
景

1
7

・
道

路
脇

が
雑

草
だ

ら
け

で
管

理
さ

れ
て

い
な

い
・

国
道

沿
線

の
看

板
に

つ
い

て
は

、
高

さ
や

大
き

さ
な

ど
や

、
色

目
に

つ
い

て
大

町
に

風
景

に
な

じ
む

も
の

に
あ

る
程

度
統

一
を

す
る

・
東

山
か

ら
見

た
大

町
市

街
地

と
ア

ル
プ

ス
6

・
景

観
整

備
す

る
人

材
の

不
足

・
景

観
保

全
の

た
め

の
基

金
創

設
・

北
ア

ル
プ

ス
の

月
明

か
り

の
山

並
・

屋
外

広
告

物
の

設
置

・
地

中
化

　
裏

口
配

線
・

北
ア

ル
プ

ス
の

山
並

（
昼

間
）

・
国

道
沿

線
の

店
舗

・
看

板
が

連
な

る
風

景
が

独
自

性
を

感
じ

ら
れ

な
い

（
全

国
ど

こ
に

で
も

あ
る

風
景

）
・

条
例

の
規

制

・
冬

の
夜

、
市

街
地

か
ら

見
る

北
ア

ル
プ

ス
と

月
（

月
明

か
り

に
浮

か
ぶ

北
ア

の
シ

ル
エ

ッ
ト

？
）

2
1

・
景

色
を

見
る

た
め

に
車

を
停

め
る

駐
車

場
が

少
な

い
・

湖
岸

に
プ

ロ
ム

ナ
ー

ド
＆

駐
車

場

・
温

泉
郷

か
ら

見
た

鹿
島

川
と

ア
ル

プ
ス

1
8

・
全

国
的

な
知

名
度

が
低

い
・

駅
前

ア
ー

ケ
ー

ド
の

撤
去

に
つ

い
て

検
討

。
だ

た
し

、
冬

期
の

歩
行

や
名

店
街

の
昭

和
レ

ト
ロ

感
を

考
慮

す
る

と
ア

ー
ケ

ー
ド

は
必

要
か

？
・

大
原

ク
ラ

ン
ク

か
ら

の
北

ア
ル

プ
ス

2
7

・
景

観
の

認
知

度
と

住
民

意
識

・
優

れ
た

景
観

を
守

る
担

い
手

の
育

成
・

国
道

1
4
8
号

　
信

濃
大

町
駅

方
向

交
差

点
手

前
　

陸
橋

の
最

頂
点

か
ら

見
る

北
ア

ル
プ

ス
2
9

・
都

会
か

ら
の

ア
ク

セ
ス

が
良

く
な

い
・

Ｓ
Ｎ

Ｓ
（

イ
ン

ス
タ

グ
ラ

ム
）

な
ど

を
使

っ
て

情
報

を
発

信
す

る
・

中
綱

湖
　

オ
オ

ヤ
マ

ザ
ク

ラ
8

・
開

発
と

保
全

の
バ

ラ
ン

ス
・

優
れ

た
景

観
の

全
国

へ
の

発
信

・
紅

葉
の

青
木

湖
　

新
緑

の
青

木
湖

　
雪

の
青

木
湖

1
・

（
仁

科
）

三
湖

に
近

づ
き

づ
ら

い
（

景
色

を
見

る
の

に
）

（
私

有
地

多
い

）
・

青
木

湖
畔

（
東

側
の

加
蔵

な
ど

）
か

ら
見

る
湖

水
の

風
景

と
北

ア
の

遠
望

1
9

・
前

山
が

大
き

く
て

北
ア

ル
プ

ス
が

見
え

づ
ら

い

・
朝

霧
の

木
崎

湖
1
1

・
日

向
山

の
廃

墟
感

・
霊

松
寺

の
紅

葉
5

・
空

家
の

増
加

・
仏

崎
観

音
寺

と
仏

穴
2
8

・
空

家
が

あ
る

・
仁

科
神

明
宮

の
境

内
2
5

・
シ

ャ
タ

ー
街

に
な

っ
て

い
る

・
仁

科
神

明
宮

　
厳

か
な

雰
囲

気
の

境
内

と
周

囲
の

社
叢

2
5

・
駅

前
・

中
央

通
り

の
ア

ー
ケ

ー
ド

に
よ

り
市

街
地

か
ら

北
ア

の
風

景
や

、
歴

史
的

建
造

物
（

わ
ち

が
い

な
ど

）
が

見
え

づ
ら

い
・

若
一

王
子

神
社

の
境

内
風

景
（

三
重

塔
、

隠
田

、
社

叢
の

林
な

ど
）

2
0

・
電

柱
　

電
線

・
高

瀬
渓

谷
の

ダ
ム

　
砂

防
ダ

ム
群

2
6

・
電

柱
や

電
線

・
高

瀬
渓

谷
の

ダ
ム

湖
の

色
7

・
湯

俣
温

泉
　

墳
湯

丘
1
2

・
小

熊
山

　
パ

ラ
グ

ラ
イ

ダ
ー

場
1
3

・
三

俣
蓮

華
岳

山
頂

3
0

・
八

坂
大

滝
2
3

・
関

電
ト

ン
ネ

ル
内

2
4

・
名

店
街

の
昭

和
レ

ト
ロ

な
雰

囲
気

1
6

・
美

麻
の

水
車

小
屋

と
北

ア
ル

プ
ス

2
2

・
中

山
高

原
の

そ
ば

畑
1
0

・
美

麻
　

新
行

　
民

家
と

田
ん

ぼ
風

景
（

水
車

な
ど

も
）

2
2

・
借

馬
の

田
園

風
景

（
三

日
町

分
水

）
4

・
農

具
川

芝
桜

9

魅
力

課
題

そ
の
他
意
見
・
提
案

意
見

意
見

意
見
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